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ア メ ダス で 見た 日本 の 温暖化 の 現状
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　 1．はじめに

　 IPCCは、2007年の 報告書の 中で 「地球温暖化は、疑

う余地がない 」 とし てお り、公表 されて い る全球の 気

温デー
タでは過去 100年間で 0，67℃の 上昇率が認め ら

れ る。 日本では、ア メダス 観測点の 充実が図 られ 、1976

年以 降につ い ては詳細なデー
タが蓄積され て い る。 ア

メ ダス観測点におい て も、人為的な影響を除くよ うに

配慮 されて い るもの の 、ほ とん どの観測点が人間の居

住地域にある こ とか ら、人間活動が地球を暖めて い る

の ではなく観測点付近を暖めて い るに過ぎない の では

ない か とい う疑念も否定できない
。 近藤純 正

1）
は、観

測点の移転 ・環境の変化、観測方法 ・測器の 変更など

を詳細に調査 し、温 蘭 匕の評価として 、観測地点の整

備と実施お よび注意深いデー
タ の 取 り扱い の 必要性 を

指摘 し 、 都市温暖化量などを推定 して い る 。

　ここでは、近藤の指摘に もかかわらず、で きるだけ

多数 の アメダス デー
タを解析す る こ とに よ り、 日本 の

温暖1匕の最近 の 現状と動向を考察する。

　2．アメダス による 1980年以降の 温暖化

　 日本における、ア メダス 観測点の うち 1980年以降の

デ
ー

タが揃 っ て い る 810地点につ い て気象庁がイン タ
ーネ ッ トで公開して い るデータをもとに集計 した。 図

1 は、日本全国 810地 点の ア メダス の観灘 直の 平均値

（日最高気温 、平均気温 、日最低気温）の 推移である。

平糠 趾 昇率は 4．・6℃／100年であ る。

　図 2 は、28年間の気温 上昇率を 100年当た りに した

場合の 、上昇率に対する観測地 転数の相対度数で ある。

全国では 4，5 −5．・0℃／100年をピー
クに して 正 規分布 に

近い 形を して い る。多少 の 傾向は認められ るもの の 、

都市部だけが特に大き い と言 うわけではな い
。

　3，　 日本の温暖化まとめ

　全 国的に見て も、都市化の影響 も含め て確実に温暖

化が進行 して い ると言え る。

　  過去 28 年間か ら推定され る平均気温 の 上昇率は

　　4．6℃／100年と非常に大きい
。 日最高 、 日最低と

　　もに上昇傾向にあ る。中で も日最高気温 の 気温上

　　昇率の 傾きは最 も大きい
。

　  気温上昇率は、北海道（3．5℃ ）・東北 （4．4℃ ）よ り

　　関東 （5．・1℃ ）〜 九州 （5．3℃ ）が大きい。

　  九州地方の解析で見 ると、都市の 人 口増加は平均
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図 1． 全国 810地点の 198〔｝−2007年の 日最高気温、

　 平均気温、日最低気温の 平均値の経年変化
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図 2，日最高
・
日平均

・
日最低温の 100年

　 　 　 　　 あた り上 昇率の頻度分布

　気温を上昇させ る（100万人 当た り O．　9℃ ）。また、

　都市で は 日最低気温 の顕著な上昇が見られるが、

　 日最高気温には比較的影響は小さい。

  温暖化の 別の指標 と して の夏 日、真夏 日、熱帯夜

　の 日数は都市部と都市部以外で い ずれ も確実に増

　加傾向にある。また、両者とも冬 日日数は減少傾

　向にある。

  最近 の 日本の 高い 温暖化率は、都市の 上昇率だけ

　が特に大きい わけで もなく、都市だけに固有の も

　の で は ない
。 最近の 日本の 温暖化が都市の ヒー

ト

　アイ ラ ン ドの影響が主因 とは考えに くい 。
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